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教員活動評価（平成 20 年度評価〔平成 19 年度実績対象〕）の結果について 
平成 21 年 3 月 10 日 
全学教員活動評価委員会 

  
  東京農工大学では「大学憲章」に掲げる基本理念を達成するため、教員の業績を多面的かつ

適切に評価するとともに学内外への説明責任を果たすこと等を目的として平成 19 年度の「教員

活動評価」を実施いたしました。 

  実施の目的は、以下の 4点があげられます。 

・教育・研究・社会貢献・業務運営など諸活動の活性化促し、教育・研究の質の向上を図る

こと。 

・教育研究の向上を図るための改善システムの一環として活用し、大学運営全体の改善を図

ること。 

・教員の序列化は目的とせず、その業績を多面的かつ適切に評価し、待遇面等に反映させる

こと。 

・学内及び学外への説明責任を果たすこと。 

  実施に際しては、全学的な実施要項及び実施基準を定め、各部局等が必要とする場合は、本

基準に基づき、部局等の個性及び特色等により、各部局等の実施基準を規定できるよう配慮し

ました。 

  また、教員及び事務職員への負担を軽減するために既存の教職員活動ＤＢをカスタマイズし

て、新規構築の『教員活動評価システム』にデータが使用出来るようにいたしました。 

 

  今回の試行は、平成 18 年 12 月 20 日開催の教育研究評議会で制定された「国立大学法人東

京農工大学教員活動評価実施要項」に基づいて実施しました。 

  実施方法は、各教員が平成 18 年度～平成 20 年度までの 3年間分の「教育研究等計画書」を｢教

育｣、｢研究｣、｢社会貢献・国際交流｣及び｢管理運営｣の 4領域に分類し、各領域における諸活動

について計画（期待指標値）を設定し、当該年度の活動実績を各教員が教員活動ＤＢ入力する

ことにより、各年度終了時には「自己評価報告書（年次評価）」にデータが転記され作成されま

す。各教員は、内容の確認と評価項目以外の強調すべき活動等を特記事項として記載すること

が出来ます。 

  各部局等において、学科長又は部局が選出した評価担当者が、各教員の「教育研究等計画書」

と「自己評価報告書（年次評価）」に基づいて評価を行ったのち部局長等が部局としての最終的

な評価を行いました。 

 

試行結果の主な状況は、以下のとおりです。 

 

１．評価の実施体制、実施方法等 

試行評価は、下記の全部局等において専任の教員を対象に実施された。 

・工学府（工学部）、農学府（農学部、連合農学研究科、農学部附属広域都市圏フィールドサ

イエンス教育研究センター、農学部附属家畜病院、農学部附属硬蛋白質利用研究施設を含

む）、生物システム応用科学府、技術経営研究科、大学教育センター、産官学連携・知的財

産センター、保健管理センター、学術研究支援総合センター、国際センター、総合情報メ

ディアセンター 

２．評価の実施状況 

全部局等において、ほぼ全教員の評価が実施された。 

なお、一部教員について評価を実施しなかった主な理由は以下のとおりである。 

・ 19 年度中途採用者 

・ 休職中 
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  「自己評価報告書（年次評価）」が未提出の者は０評価とした。 

 

３．評価結果の概要 

試行の評価結果は、下記表の通りである。 

SS, 1%

S, 24%

A, 68%

B, 5%

C, 0%
未提出, 2%

 

（参考） 

 評語                     評価基準 

ＳＳ 非常に優れた業績をあげている。 

Ｓ 優れた業績をあげている。 

Ａ 十分な業績をあげている。【標準値】 

Ｂ 概ね十分な業績をあげていが、今一歩改善を必要とする。 

Ｃ 十分な業績をあげておらず、改善を必要とする。 

 

４．試行の実施結果を踏まえた改善等 

① 授業時間数（コマ数）の算出方法の見直しを行う。 

② 領域別評価の標語の修正を行う。 

③ 「特記事項」の取り扱いを変更する。 

 

 評語                     評価基準 

Ｓ 優れた業績をあげている。 

Ａ 十分な業績をあげている。【標準値】 

Ｂ 概ね十分な業績をあげていが、今一歩改善を必要とする。 

 

「教員活動評価」は、平成 18 年度～平成 20 年度までの 3 年間試行を実施し、学内の意見等を

もとに更に検討を進め、平成 21 年度（計画書作成は平成 20 年度）から正式に実施する予定です。 

※ 参考：教員活動評価の案内 

  http://www.tuat.ac.jp/i-campus/index.html 


